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業種
電気通信 

所在地
英国 

課題
アジャイル開発の導入に合わせて柔軟でダイナ
ミックなパフォーマンステスト環境を構築する 

製品とサービス 

LoadRunner Enterprise 
ALM/Quality Center 
Service Virtualization 

成功ポイント 

+ エンドツーエンドのパフォーマンステストの 
95%の自動化を達成 

+ ビジネスパートナーシップによりイノベーショ
ンを推進 

+ ピーク時のトラフィック要求に常に対応 
+ プロセスの自動化により手作業とエンジニアリ
ングの時間を削減

Sky 
Application Delivery Managementソリューションが、アジャ
イル DevOps環境での大規模でスピーディな CI/CDテストを
サポートします。

概要 
Skyは、欧州の大手 D2C (Direct- to-Consu-
mer)メディア /エンターテインメント企業
です。自社制作および放映権取得済みのテレ
ビ番組、映画、ニュース、スポーツ、その他
のコンテンツを 7か国の 2300万世帯に配信
しています。同社は 31,000名以上の従業員
を擁し、2018年度は 136億ポンドの収益を
上げています。 

課題 
Skyでは、大規模なデジタル変革プログラム
の一環として、2011年にエンタープライズ
アジャイル開発を導入しました。これによっ

て高度なサービス指向アーキテクチャ (SOA)
が構築され、セールスとサービス要求をサ
ポートするための新しいコンポーネントや
サービスが急増しました。また、Skyに特定
のソリューションを提供するサードパー
ティのクラウドベンダーへの移行も進めら
れています。Skyが所有していないアプリ
ケーションについても、エンドポイントシス
テムにアクセスできない場合でも、適用され
るテスト要件は同じです。 

Skyのパフォーマンスエンジニアリングマ
ネージャーである Colin Griffiths氏は次のよ
うに説明します。「当社のテストプロセスは、
従来型のウォーターフォールベースの開発
に合わせて、6週間の開発サイクル中の 2週
間をテストに当てるというものでした。ア
ジャイルに移行したため、このプロセスは使
用できなくなりましたし、テストの速度と機
敏性を向上する必要がありました。当社で
は、たとえば iPhoneの新製品の発売などの
ような、製品の発売、キャンペーン、イベン
トに合わせて動くことが多いため、需要の
ピークに合わせてシステムを拡張できるよ
うにしておかなければならないのです」 

Skyのサービスの使用方法も絶えず変化して
います。Skyのプラットフォームは、従来は
コンタクトセンターのみでした。現在は .com
や Skyのセットトップボックスプラット
フォームなどの複数のチャンネルからもア
クセスできます。最近は Skyのモバイルア
プリケーションを使用する顧客が増えてい
るため、数年前よりもプラットフォームの負
荷の予測は困難になっています。 

「私たちが管理しているのは、絶えず
要件が変化する大規模なパフォーマ
ンステストのインフラストラクチャ
です。もし、すべてのシナリオを複製
するために複雑なテストを作成して
維持しなければならないとしたら、多
大な時間が必要となったうえにエ
ラーが多発していたでしょう。Micro 
Focus (現在は  OpenText™の傘下  )
は、私たちの要件に注意深く耳を傾
け、プラットフォームの新機能に協力
してくれました。成果にとても満足し
ています」 

COLIN GRIFFITHS氏
パフォーマンスエンジニアリングマネージャー 
Sky 



Skyでは、パフォーマンステストとレポート
生成を自動化したいと考えていました。担
当チームは、継続的統合 /継続的デリバリー 
(CI/CD)テストソリューションを提供する必
要性を明確に認識していました。Skyではす
で に  OpenText™ LoadRunner Enterprise を
使用していたため、Griffiths氏とチームは、 
OpenText™の製品管理および研究開発部門
と緊密に連携して、急速に変化する大規模な
エンタープライズアジャイル組織の要件を満
たす強固なテストモデルを定義しました。

ソフトウェアテストの範囲を明確化したこ
とにより、テストに関連する新しい課題が
明らかになりました。これについて Griffiths
氏は次のように語ります。「多くのエンター
プライズアプリケーションとプラット
フォームは将来クラウドベースになり、従
来型のソフトウェアビルドはコンテナ化さ
れた開発に置き換えられていくでしょう。私
たちは、Micro Focus (現在は OpenText™の
傘下 )と連携して、確立された DevOps原則
により、真にダイナミックで柔軟なソリュー
ションを設計し、構築したいと考えていま
す。これが実現すれば、テストボリューム
の定義、テスト構成の構築、コンテナでの
自動テストが可能になります」

ソリューション
設計に関する緊密なパートナーシップによ
り、複数の OpenText™ Application Delivery 
Managementソリューションを活用したエ
ンドツーエンドのテストアーキテクチャが
実現しました。テストと不具合の管理には 
ALM/Quality Centerが使用されます。Load-
Runner Enterpriseは、パフォーマンステストの
約 95%をカバーします。Service Virtualization
では約 350の仮想サービスが提供されます。
これにより、サードパーティプロバイダーで
はよくあるように実際のサービスまたはデー
タを利用できない場合でも、パフォーマンス
テストを実行できます。 

Skyは、LoadRunner Enterpriseによりシス
テムのキャパシティをテストできるように
なっただけでなく、特定のピーク期間に対応
するために通常想定される容量をはるかに超
えて拡張できるようになりました。自動化モ
デルでは、テストは夜間に実行されるため、
手作業が不要で、ピーク時にシステムリソー
スがテストに使用されることもありません。
「LoadRunner Enterpriseにより、以前よりも
はるかに速くテストを実行できるようにな
り、必要なものをテストしてエンジニアリン
グ時間を短縮する、変更ベースのアプローチ
を導入できました」と Griffiths氏は語ります。
「朝には総合的なテストレポートを見ること
ができるため、テスト結果からすぐに知見を
得ることができます」 

LoadRunner Enterpriseの継続的テスト機能
により、コンポーネントやアプリケーショ
ンの数が増加しても、Skyはテストチームの
規模を拡大することなくテストを実行でき
ます。自動化されたエンドツーエンドのテ
ストモデルにより大規模で複雑なテストシ
ナリオが自動的に構築され、本番環境のト
ラフィックをシステムで正確にモデル化で
きるため、手作業とエンジニアリングの時
間を削減できます。Skyチームでは、Open-
Text™と緊密に連携して、テストのコンテナ
化などの継続的な共同作業を通じて優れた
新機能をテストプラットフォームに提供し
ています。

成果 
OpenText™と連携して真に柔軟でダイナ
ミックなテスト環境を構築することにより、
システムのキャパシティの制限を継続的に
テストできるようになりました。これによ
り、Skyは、常に強固な高性能のサービスを
提供してビジネス要件に対応しています。 

Griffiths氏は、Micro Focusとのパートナー
シップを高く評価しています。「私たちが管

理しているのは、絶えず要件が変化する大
規模なパフォーマンステストのインフラス
トラクチャです。もし、すべてのシナリオ
を複製するために複雑なテストを作成して
維持しなければならないとしたら、多大な
時間が必要となったうえにエラーが多発して
いたでしょう。Micro Focus (現在は  Open-
Text™の傘下 )は、私たちの要件に注意深く
耳を傾け、プラットフォームの新機能に協
力してくれました。成果にとても満足して
います」

詳細はこちら： 
www.opentext.com 

「LoadRunner Enterpriseにより、以前よりもはるかに速く
テストを実行できるようになり、必要なものをテストして
エンジニアリング時間を短縮する変更ベースのアプローチ
を導入できました。朝には総合的なテストレポートを見る
ことができるため、テストの成否をすぐに判断できます」 

COLIN GRIFFITHS氏
パフォーマンスエンジニアリングマネージャー 
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